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　　　　　　２０２４年もあと１ヶ月・・・ 
　ようやく季節がすすみ、秋冬らしい気候になりましたが、気温が高い

日と気温が低い日が交互にやってきて、その差に体が追いつかず体調

を崩しがちな日々です。1１月も宿泊体験や学校開放週間など、10月に引

き続き、「学びの秋」が深まっている本校です。11日～15日は学校開放週

間でした。累計で30名程の保護者の皆様にご来校いただけました。あり

がとうございました。 

　12月3日はマラソン大会でした。子ども達はゴールを目指し一生懸命走りました。保護者の皆様の応

援の声が子ども達の背中を押してくれました。ありがとうございました。マラソン大会は好きではない、

という子ども達は多いですが、競争ではなく、自分のペースで最後まで走りきり、達成感や爽快感を味

わってもらえたらと考えています。冬休みまであと少し。年の瀬の雰囲気を感じながら、穏やかに過ごし

たいと思いつつも、12月はあっという間に過ぎていきます。体調管理も含め、保護者の皆様にはご自愛

いただき、良いお年をお迎えください。 

                             　 　　12月行事予定⇒    学校HP⇒ 

　　 

　　　　タウンミーティング 

　10月28日は紀の川市長が来校し、５・６年生の児童と懇談の場を持ちま

した。「何を話してもいい」と事前に伝えられていたのですが、最初は緊張

していた子ども達。でも市長がとても親しみやすい雰囲気を作って下さ

り、子ども達も安心して発言することが出来ていました。「好きな果物

は？」や「公園を作ってほしい」、また学校の決まりやルールについてな

ど、いろいろな発言がありました。「市長の仕事はなんですか？」という質

問に、「決断することです。」と答えていたのが印象的でした。第2部は学校運営協議会のメンバーとの協議

でした。紀の川市や地域の抱える課題や学校の適正規模適正配置基本計画についてのやりとりがあり、市

長と直接、地域や学校について話をすることの出来る貴重な機会となりました。 



　　　　紀の川市陸上大会 

　10月29日は紀の川市陸上大会。６年生がそれぞれの自分の選んだ種目で出場しました。当日はあいにく

の雨で、決勝は行わず予選の記録で順位を決定しました。運動会が終

わってすぐの短い期間でしたが、集中して練習に取り組み、各自が自己

ベスト更新を目指して頑張りました。走り幅跳びで、6位森田琴絵さん・7

位今西由捺さん、走り高跳びで6位小嶋乃々椛さん、ソフトボール投げ

で4位廣橋歩乃花さんが入賞しました。おめでとうございます！雨に濡

れた状態で帰校したため、すぐに下校となり、急であったにもかかわら

ずご対応いただいた6年保護者の皆様、ありがとうございました。 

　　いのちの授業（4年生） 
　10月30日、4年生で「いのちの授業」を実施しました。保健師・助産師さん３

名が来校し、「いのち」の大切さとこれから心身に起きる成長について学び

ました。一つの命がこの世に生まれるためにたくさんの奇跡が積み重なって

いること、だからこそ自分の命を大切にしてほしいというメッセージを受け

取りました。今年も胎児の人形を抱かせてもらいました。人形だと分かって

いても、抱っこする時に表情がふっと柔らかくなるのが素敵でした。 

　　宿泊体験（5年生） 
10月31日～11月1日は5年生お待ちかねの宿泊体験。今年も紀北青少年の家

での体験です。今年はお弁当を持参せず、ピザ作りに挑戦しました。生地を

こねて、トッピングを切って、自分の食べ

る一枚を自分で作りました。焼きたてのピ

ザはとても美味しかったです。夕飯は飯ごう炊飯とカレー作り。お天気に

も恵まれ、フィールドサーチ・勾玉作りとたくさん楽しむことが出来ました。 

 

　　避難訓練 (世界津波の日）　 

　11月5日の世界津波の日に合わせて、地震避難訓練を行いました。 

今年は紀の川市の訓練放送に合わせ、10時に訓練開始。訓練放送後、 

3分22秒で全員の安全確認が出来ました。避難中は、きちんと「おはし

も」を遵守でき、速やかな避難が出来ました。災害はいつどこで起こ

るかわからないからこそ、訓練を大切にしたいですね。 

　　　　　　　　　　　　校内マラソン大会 

　１２月３日(火)には校内マラソン大会がありました。低学年は１キロ、中学年

は１・５キロ、高学年は２キロをそれぞれのペースで走りました。走り終わっても

まだまだ元気な子もいれば、もうぐったり・・な子も。マラソンで大切なのは、

自分のペースを知り、長い距離を走りきることです。「最後まで走りきる！」

や、「ベストタイムを縮める！」など自分が決めた目標が達成できたら、それ

でＯＫです。最後まで頑張った児童の皆さんに拍手です！


